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平成３１年度 向陵会事業計画（総括） 

 

[全体方針] 

１．基本方針 

①すべての利用者の基本的人権を尊重し、一人ひとりが住み慣れた地域で心豊かな自立生活をおく

れるよう、必要な支援を提供します。 

②共生社会の実現に向け、絆を深め、人と人とが支え合える、地域づくりを推進します。 

③職員の人間力、支援力の向上に取り組み、誇りをもって働き続けられる法人組織を目指します。 

④地域福祉の拠点として、法令を遵守し、公共的・公益的かつ信頼性の高い経営に力を注ぎます。 

 

２．重点課題 

①支援環境の充実 

＊安心して利用ができる支援体制の構築及び支援力の向上 

  強度行動障害など重度心身障がい者に対応できる専門的な職員の育成 

個々の障がいに応じた新たな支援者チームづくり 

医療的ケア実施事業所としての環境づくり 

＊支援環境に適した施設の計画的な整備改修、設備、備品の調達 

  グループホーム整備計画作成と事業着手 

  第３乙訓ひまわり園の環境整備 

放課後等デイサービス事業への設備、備品調達 

  ジョイフル東ノ口定員拡大のための改修 

 

  ②支援力向上のための能力開発 

＊新しい新人研修制度の実施 

新卒研修、他部署就労経験 

＊中堅職員のキャリアアップ制度（目的別研修受講） 

  資格取得に向けた助成支援、資格手当の支給など 

ホームヘルパー、宿泊可能な人材の確保・育成 

  医療的に配慮の必要な利用者の短期入所受け入れの充実 

＊各種研修の実施（職種別研修、ワークショップ研修） 

 

③地域連携による課題解決 

＊多様な主体との連携による地域課題の解決 

  経営労務管理の改善支援に向けた共同した取組（職員の募集及び能力開発、事業支援、

人事交流など） 

  大学などの教育機関や企業、地域などとの連携（目標工賃アップに向けた就労支援や新

たな授産活動、発達相談や引きこもりの取組、地域貢献、農福連携事業） 

＊児童・発達関係事業への取り組み 

  増加する発達障がい児への相談機会の充実、必要な情報提供 

  待機就学児童への保育・育成支援に向けた研究 

 

３．全体行事・スケジュール 

＊全体行事 
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ひまわりフェスタ １１月２日（土） 

＊土曜日出勤日スケジュール 

４月２０日、９月２８日、１１月２日（ひまわりフェスタ）、１２月２８日（通所開所）、 

１月１８日（通所開所）、２月１５日、３月２８日 

   ＊祝日出勤日スケジュール（通所開所） 

    ４月３０日、５月１日、５月２日、１０月２２日、２月２４日 

＊休日カレンダー 

８月１３日、１２月３０日、１２月３１日、１月２日、１月３日 

＊全体行事 

ひまわりフェスタ １１月 

＊土曜日出勤日スケジュール 

年間６～７日程度、うち通所開所２日程度（日程未定） 

 

４．広報活動 

＊広報紙「ひまわり通信」発行 年１回（３月） 

＊施設、事業所ごとの利用者の活動状況や制度の案内などの情報に加え、法人の概要や経 

営情報などを分かりやすくお知らせするために、ホームページの構成、編集を一新する。 

 

５．委員会活動 

部会名 部会長 委員会名 内容等 

人材開発部会 森井・宮﨑 

実習担当委員会 実習生受け入れに関すること 

採用担当委員会 採用準備に関すること 

研修企画委員会 職員研修・能力開発に関すること 

リスク 

マネジメント 

部会 

河原・辻 

安全・防災委員会 
危機管理マニュアルの見直しに関する

こと 

サービス向上・苦

情解決委員会 

支援サービスの質の向上（第三者評

価）、苦情解決に関すること 

繋いだ手を離さな

い委員会 

虐待防止に関すること 

サービス運営 

部会 
寺谷・丸山 

送迎委員会 利用者の送迎・車両に関すること 

衛生・環境委員会 職場の衛生・美化に関すること 

昼食委員会 利用者の昼食に関すること 

口腔ケア委員会 口腔ケアに関すること 

地域福祉推進 

部会 
井上・谷口 

広報・情報委員会 
広報紙、ホームページ等の法人の広報

に関すること 

ひまわりフェスタ委

員会 

ひまわりフェスタの開催に関すること 

行事委員会 全体行事に関すること 
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  ※部会には属しませんが、医療的ケア安全委員会があります。 

 

６． ボランティア・実習生受入 

＊ボランティア  

＊実習生  

社会福祉士実習（相談援助）、看護専門学校在宅看護実習、保育実習、 

介護等体験実習、介護福祉士実習  

   ＊京都府福祉職場インターンシップ 

 

７． 公益的活動・地域貢献（地域課題への対応） 

１）子どもの学習支援 

  第５向陽小学校と連携し、当法人より学習ボランティアを派遣し、生活困窮世帯の 

子どもや学習に課題のある子どもを中心に、学力向上のための学習支援を行っている。 

２）相談と遊びの広場の開設 

  多動、発語、コミュニケーションなど発達に障がいのある子どもが増えている現状を 

踏まえ、土曜日などの園休業日を利用し、親子が通園し、子育ての悩みや情報交換を行 

うカフェ相談を行うとともに、公認心理士などのスタッフによる子どもの集団遊びやコ 

ミュニケーションによる育み体験などを行う。 

３）社会福祉法人連携推進事業 

  当法人を中心に、複数の社会福祉法人、非営利特定活動法人などが連携・参加する法 

人連携プラットホームを築き、職員採用や研修、人事交流、各種相談・助言、地域貢献 

などの共通する問題に対応し、社会福祉法人の経営労務管理の改善支援など、新たな事 

務負担の軽減を図る。 

 

８． 事務処理体制 

１）中期経営ビジョンの策定 

   ２０２１～２０３０年度の経営ビジョンを作成 

２）乙訓ひまわり園開設２０周年記念事業 

    実行委員会を立ち上げ、開設２０周年記念事業を検討する。 
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Ⅰ 乙訓ひまわり園拠点区分 事業計画 

 

乙訓ひまわり園（生活介護事業Ⅰ）の施設概要（デイセンター、ワークセンター） 

１ 定  員   ５０名 

２ 利用者数   ５３名 

（支援区分３ ４名、支援区分４ ８名、支援区分５ １５名、 

  支援区分６ ２６名） 

３ 従事者数   ３７名 

         （施設長 ２名、サービス管理責任者 ３名、支援員 ２７名、 

看護師 １名、送迎等支援員４名） 

４ 資格保有者  １２名 

５ 利用延人数  １２，０００人（９８．０％） 

 

乙訓ひまわり園（就労継続支援Ｂ型）の施設概要（ワークセンター、トリムタブ） 

１ 定  員   １０名 

２ 利用者数   １５名 

３ 従事者数    ７名 

         （施設長 １名、サービス管理責任者 ２名、支援員 ４名） 

４ 資格保有者   ２名 

５ 利用延人数  ３，４００人（９５．０％） 

 

［デイセンター］ 

１．重点課題 

① メンバーが安全かつ安心して利用できるよう、支援体制の構築、支援力の向上及び設備面の整

備を進める。また、個々の特性に考慮した所属の見直しを行う。 

② サービス等利用計画と個人支援プログラムを連動させ、関係機関とも効果的に連携しながら、

地域生活・自立生活に必要なエンパワメント支援を総合的に推進する。 

③ 地域社会との「つながり」を意識し、豊かな日中活動を実践する。 

④ センターの枠を超えた障がい種別支援チームを構成し、より専門性の高い支援を実践する。 

 

２．事業活動 

① 日中活動支援(生活介護事業) 

＊「作業、仕事」「社会参加・地域貢献」「文化」「健康増進、維持」を活動として実践する。 

② 健康・医療支援 

＊健康支援室と連携し、利用者個々の状況に応じた総合的な健康支援を進める。 

＊多目的運動室を利用した運動プログラムを実施する。 

＊健康診断や歯科健診の実施、さらに希望者にはインフルエンザ予防接種を実施する。 

＊歯科衛生士と連携し口腔ケアを実施する。 

③ 地域生活・自立生活支援 



 

- 5 - 

＊保健所や市町福祉担当課、相談支援事業所、居宅支援事業所等との連携を図り、地域生活支

援の視点をもって日中活動支援を行う。 

＊希望対象者には入浴支援を実施する。 

 

３．環境整備 

＊壁面クロス貼り換え 

＊活動室床面シート張り替え 

＊南側トイレの改修（扉の設置） 

＊送迎車両の計画的更新 

 

４．会議等 

＊センター長・主任会議 必要に応じて  

＊グループ会議 隔週  

＊グループ代表者会議(調整会議) 

＊ケース会議 随時  

＊センター職員会議 月１回 

 

５．職員研修 

以下の内容について、外部研修への参加、または内部学習会を実施する。 

＊サービス等利用計画、個別支援計画、ソーシャルワーク等に関する研修及び学習 

＊重症心身障がい者への介助、医療的ケアに関する研修及び学習 

＊自閉症（発達障がい）支援、強度行動障がい等に関する研修及び学習 

＊障がい者虐待防止、個人情報保護等に関する研修及び学習 

＊職員のコンピテンシー向上のための研修 

その他、研修企画委員会が企画する研修に参加する。 

 

６．行事 

＊新メンバー歓迎会 新成人を祝う会を実施 

その他行事については、センター単独、もしくは他センターと共同で検討、実施 

 

７．昼食 

＊昼食委員会と委託業者である魚国総本社（株）との連携により、メンバーの状況把握を行い、

本人にあった食事提供を行う。 

＊昼食時、安全面に配慮が必要な利用者が多いことを鑑み、すべての利用者に安全・快適な食

事環境を提供するため、昼食時の支援体制は全体課題として取り組む。 

 

８．災害訓練等 

以下の内容について、法人全体で行う訓練に参加する。 

＊消防避難訓練 
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＊行方不明者捜索訓練 

＊救急救命訓練 

９．広報活動 

＊機関誌の発行 ひまわりニュース（月１回） 

＊ホームページの更新（随時） 

 

10．懇談会の実施 

＊個別懇談会 年２回（９月、３月） 

＊家族懇談会 年２回（グループ家族懇談会７月頃、センター家族懇談会３月） 

 

    

［ワークセンター］ 

１． 重点課題 

① 一人ひとりの障がい程度、年齢、ニーズに応じた作業・活動を提供する。また、個々の特性

を考慮し、所属の見直しを行う。 

② サービス等利用計画と個人支援プログラムを連動させ、関係機関とも効果的に連携しなが

ら、地域生活・自立生活に必要なエンパワメント支援を総合的に推進する。 

③ 地域社会とのつながりを意識し、授産活動において、製品及びサービスの質の向上を目指

す。新たな作業の開拓を行い、売上増による利用者の工賃アップを目指す。 

④ 第３乙訓ひまわり園を活用した、新たな授産活動の展開。 

⑤ 龍谷大学及び学内の“チーム・ノーマライゼーション”の学生たちと連携をより深め、        

地域に貢献できる活動を継続して行う。 

 

２． 事業活動 

① 日中活動・作業支援(生活介護・就労継続支援Ｂ型) 

＊利用者の状況変化（加齢による重度化）に対応した日中活動を提供する。 

   ＊利用者の能力を活かした作業支援を継続実施する。 

（製パン、KAKEHASHI、クッキー、下請け、クリーニング、カフェ樹林） 

  ② 地域生活・自立生活支援 

＊保健所や市町福祉担当課、相談支援事業所、居宅支援事業所等との連携を図り、地域生活を

支援する。 

③ 健康支援 

＊健康支援室との連携により、利用者個々の状況に応じた総合的な健康支援を推進する。 

＊サンクスグループを中心として運動プログラムを実施する。 

＊健康診断や歯科健診の実施、さらに希望者にはインフルエンザ予防接種を実施する。 

＊歯科衛生士と連携した口腔ケアを実施する。 

 

３．環境整備 

＊利用者の状況に合わせた２階ラウンジの効果的活用 
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＊トイレのドアの改修 

＊利用者の更衣室の備品の変更 

 

４．会議等 

＊センター職員会議 隔週 

＊ケース会議 随時 

 

５．職員研修 

以下の内容について、外部研修への参加、または内部学習会を実施する。 

＊サービス等利用計画、個別支援計画、ソーシャルワーク等に関する研修及び学習 

＊自閉症（発達障がい）支援、精神障がい等に関する研修及び学習 

＊障がい者虐待防止、個人情報保護等に関する研修及び学習 

＊就労支援に関する研修 

＊職員の専門性向上のための研修 

その他、研修委員会が企画する研修に参加する。 

 

６．行事 

＊新メンバー歓迎会 新成人を祝う会を実施する。 

    ＊１日外出、クラブ活動を実施する。 

その他行事については、センター単独、もしくは他センターと共同で検討、実施する。 

 

７．昼食 

＊昼食委員会と魚国総本社（株）と連携をとり、利用者の嗜好や健康に配慮した食事提供を行

う。また利用者の加齢に伴う摂食機能低下に留意し、必要に応じた支援を行う。 

 

８．災害訓練等 

以下の内容について、法人全体で行う訓練に参加する。 

＊消防避難訓練 

＊行方不明者捜索訓練 

＊救急救命訓練 

 

９． 広報活動 

＊機関誌の発行 ひまわりニュース（月１回） 

＊ホームページの更新（随時） 

 

10． 懇談会の実施 

＊個別懇談会 年２回（４月、１０月） 

＊家族懇談会 年２回（６月、２月）  
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第２乙訓ひまわり園（生活介護事業Ⅱ）の施設概要 

１ 定  員   ４０名 

２ 利用者数   ３９名（新規利用２名予定） 

（支援区分４ １名、支援区分５ ７名、支援区分６ ２９名） 

３ 従事者数   ２９名 

         （施設長 １名、サービス管理責任者 ２名、支援員 ２３名、 

看護師 １名、送迎等支援員２名） 

４ 資格保有者  ８名 

５ 利用延人数  ８，２００人（９２．３％） 

 

 [第２乙訓ひまわり園] 

１．重点課題 

①利用者が安心し、安全に利用できる支援体制の構築  

（適切な職員体制の整備。重度心身障害、強度行動障害の専門的な職員の育成） 

②障がい種別によるケース検討などセンターの枠を超えた支援者のチームづくり  

③設備面の整備。活動室の構造化や事務業務の効率化を推進し仕事の合理化を図る。 

④地域との「つながり」を意識し、地域へ貢献できる活動に取り組む。 

 

２．事業活動 

① 日中活動支援（生活介護事業） 

＊「作業、仕事」「社会参加・地域貢献」「文化」「健康増進、維持」を活動として実践する。 

② 健康・医療支援 

＊健康支援室との連携により、利用者個々の状況に応じた総合的な健康支援を推進する。 

＊ 対象者に多目的運動室を利用した運動プログラムを実施する。 

＊健康診断や歯科健診の実施、さらに希望者にはインフルエンザ予防接種を実施する。 

＊歯科衛生士と連携した口腔ケアを実施する。 

③ 地域生活・自立生活支援 

＊保健所や市町福祉担当課、相談支援事業所、居宅支援事業所等との連携を図り、地域生活を支 

援する。 

＊希望対象者には入浴支援を実施する。 

 

３．環境整備 

＊トイレの補修。 

＊活動室及び共同空間の環境整備 

＊送迎車両など支援に必要とされる設備、備品の計画的な更新 

  

４．会議等 

＊ センター職員会議（月１回程度）、グループ職員会議（隔週１回程度） 

＊ ケース会議（随時） 
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５．職員研修 

以下の内容について、外部研修への参加、または内部学習会を実施する。 

＊ サービス等利用計画、個別支援計画、ソーシャルワーク等に関わる研修及び学習 

＊ 重症心身障がい者支援、てんかん発作等に関わる研修及び学習 

＊ 強度行動障がい支援、精神障がい等に関わる研修及び学習 

＊ 障害者虐待防止法、個人情報保護法等に関する研修及び学習 

その他、研修委員会が企画する研修に参加する。 

 

６．行事等 

＊１日（半日）外出 メンバーの希望をもとに計画、実施する。（上半期と下半期の年２回を予定） 

＊クラブ活動 メンバーの興味・関心のある活動を、小グループで取り組む。（年２回を予定） 

＊プール活動 夏季に希望者対象に実施する。（１人当たり２回を予定） 

 

７．昼食 

＊ 昼食委員会と魚国総本社（株）との連携によりメンバーの状況把握を行い、食形態、アレルギ

ー食材除去等それぞれのメンバーの状況に応じた食事を提供する。 

 

８．災害訓練等 

以下の内容について、法人全体で行う訓練に参加する。 

＊ 消防避難訓練 

＊ 行方不明者捜索訓練 

＊ 救急救命訓練 

 

９．広報活動 

＊ 機関誌の発行 ひまわりニュース（月１回） 

＊ ホームページの活用（随時） 

 

10．懇談会の実施 

＊個別懇談会 年２回（１０月、３月） 

＊家族懇談会 年２回（８月、３月） 

 

 

［健康支援室］ 

1. 重点課題 

① 支援職員と連携し、日々の体調把握を通して異常の早期発見や利用者の健康の維持・増進、 

機能維持に努める。 

② 医療的ケアを安全に実施できるよう、環境の整備やサポートに努める。 

③ 訪問看護との連携及び他の専門職とも連携し、メンバーの地域生活支援を進める。 
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２．事業活動 

＊研修会の開催（救急救命、感染症予防等） 随時 

＊医療的ケアフォローアップ研修 １回／年 

＊医療的ケア研修実地指導 

＊利用者健康診断の実施準備 １回／年 ６月～７月 

＊利用者歯科健診の実施準備 １回／年 後期 

＊感染症集団発生の予防対策の実施 

＊インフルエンザ予防の啓発及び予防接種の実施準備 １１月頃 

＊看護学生の臨地実習指導 ６月～１１月 

＊利用者の健康・機能等の情報整理と経年変化の把握 

 

３．環境整備 

＊経年劣化物品の更新。 

 

４． 会議 

＊健康支援室会議 随時 

＊訪問看護きりしまとの合同ミーティング 月１回程度 

＊各グループ会議、ケース会議等への参加 随時 

５． 職員研修 

＊外部研修への参加 

医療技術研修および学会、医療的ケア関連研修、療育関連研修など 

＊研修委員会が企画する研修に参加 

 

 

［地域連携室］ 

１．重点課題 

① サービス等利用計画の作成、モニタリングの実施、そこから見えてくる利用者ニーズを具現化、

事業化するための提案と事業展開を検討する。 

② 各関係機関との連携を強化し、利用者の生活に必要なサービス調整、環境の整備についても 

検討していく。 

③ 発達障がい児・者の実情把握、この分野においての各機関との連携と専門性に特化した相談 

員の育成にも力を注ぐ。 

④ 地域療育等支援事業の展開、専門職とのネットワークを構築していく 

 

２. 事業活動 

① 相談支援事業 

＊指定特定相談支援事業（計画相談） 

  利用者ニーズに沿った計画作成及びモニタリング実施 

＊乙訓２市１町から受託している委託相談 
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② 乙訓圏域発達障害者支援センター（京都府委託）運営 

＊発達障がい児・者の相談を中心に必要なサービス機関と連携し、相談にあたる。 

発達障がいをテーマにした研修 

ペアレントトレーニング研修の実施に向けたスタッフの育成 

    専門機関（京都文教大学、はばたき等）との連携 

  ③ スタッフのスキルアップと人材の確保 

＊園内スタッフ向け研修（計画相談、発達障がい者支援） 

 相談スタッフについては、自立支援協議会や発達支援研修を中心に参加する。 

 専門的な資格取得へのバックアップを行う。 

④ 地域ニーズを具現化する 

＊地域療育等支援事業、圏域発達障害者支援センター事業を活用し、地域の障がい福祉事業所、

保育所等、学校機関への訪問を実施 

＊地域の福祉事業所等での課題や問題点をヒヤリングし、サービス提供に必要な専門職のネッ

トワークを構築し、医療・福祉がより一層連携できるよう、可能な限り派遣を継続していく。 

   ＊地域との共生事業として、子育てカフェ事業を実施 

 

３.  会議等 

＊朝ミーティング随時 

＊困難ケース会議 必要時 

＊ケース会議開催必要時 

 

４.  職員研修 

＊発達障がいに関する研修 

＊ひきこもり等の支援に関する研修 

＊相談支援専門員研修 

＊親亡き後の成年後見制度にかかる研修 

＊ペアレントトレーニング養成研修 

 

 

［事業推進室］ 

１．重点課題 

① 乙訓圏域及び京都市圏域での通所事業所及び共同生活援助事業所・短期入所事業所設置 

事業の推進、並びに小規模多機能型居宅介護事業所・居宅介護支援事業所等の推進に取り 

組む。 

② 地域や各種団体とのコミュニケーション作りを始め、相互連携や協力・交流を図りながら 

福祉の向上に努める。 

③ 新たな視点から、新規・既存事業の推進に取り組む。 

④ 乙訓ひまわり園後援会活動の充実に向けた支援を行う。 
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２．事業活動 

＊地域ニーズを踏まえて、第３乙訓ひまわり園の有効な活用策について検討する。 

＊共同生活援助事業所（短期入所事業併設）の整備及び小規模多機能型居宅介護事業所の移 

転について検討する。 

 

３．環境整備 

＊第３乙訓ひまわり園敷地入り口の環境整備 

 

４．会議等 

＊事業推進室及び関係各位・関係諸団体と随時開催 

 

５．職員研修 

＊その都度、必要な事業の研修や会議・説明会へ参加 

 

６．災害訓練 

以下の内容について、法人全体で行う訓練に参加する。 

＊消防避難訓練 

＊行方不明者捜索訓練 

＊救急救命訓練 

 

７．広報活動 

＊ひまわり NEWS、ひまわり通信及び乙訓ひまわり園後援会ニュースで情報発信 

 

８．懇談会等 

＊関係各位及び関係諸団体と随時開催 
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Ⅱ 第３乙訓ひまわり園拠点区分 事業計画 

 

第３乙訓ひまわり園（生活介護事業Ⅲ）の施設概要 

１ 定  員   １２名 

２ 利用者数   １２名（新規利用予定５名） 

（支援区分５ ７名、支援区分６ ５名） 

３ 従事者数   ８名 

         （センター長 １名、サービス管理責任者、１名、支援員 ６名、 

看護師 １名） 

４ 資格保有者  ４名 

５ 利用延人数  ２，４００人（８８．０％） 

 

［第３乙訓ひまわり園］ 

１．重点課題 

① メンバーが安全かつ安心して利用できるよう、支援体制の構築、支援力の向上及び設備面 

の整備を進める。 

② サービス等利用計画と個人支援プログラムを連動させ、関係機関とも効果的に連携しなが 

ら、地域生活・自立生活に必要なエンパワメント支援を総合的に推進する。 

③ 障害種別によるケース検討などセンターの枠を超えた支援者のチーム作り。 

④ 地域との「つながり」を意識し、豊かな日中活動の実践を行う。 

⑤ 地域社会との共生を目指し新たな事業活動の基礎を作る。 

 

２．事業活動 

① 日中活動支援(生活介護事業) 

＊「作業、仕事」「社会参加・地域貢献」「文化」「健康増進、維持」を活動として実践する。 

② 健康・医療支援 

＊健康支援室との連携により、個々のメンバー状況に応じた総合的な健康支援を進める。 

＊対象者に活動室やグラウンドを利用した運動プログラムを実施する。 

＊メンバー健康診断や歯科検診の実施、希望者にインフルエンザ予防接種を実施する。 

＊歯科衛生士と連携し、口腔ケアを実施する。 

③ 地域生活・自立生活支援 

＊地域生活・自立生活支援が円滑に行われるよう、地域行政・相談支援事業所・居宅支援事 

業所等との連携を図る。 

  ④ 農福連携事業を始めとする地域共生事業の推進 

 

３．環境整備 

＊ 屋外作業空間の整備、敷地内の整備（建物周囲のコンクリート化） 

＊ 送迎用車両の増台 

＊ ２階通信環境の整備 
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＊ ２階暖房設備の導入 

 

４．会議等 

＊ センター長・主任会議 必要に応じて  

＊ グループ会議 隔週  

＊ ケース会議 随時  

＊ センター職員会議 必要に応じて 

 

５．職員研修 

以下の内容について、外部研修への参加、または内部学習会を実施する。 

＊ サービス等利用計画、個別支援計画、ソーシャルワーク等に関する研修及び学習 

＊ 自閉症（発達障がい）支援、強度行動障がい等に関する研修及び学習 

＊ 障がい、身体機能、疾病、てんかん発作等に関する研修及び学習 

＊ 障害者虐待防止、個人情報保護等に関する研修及び学習 

その他、研修企画委員会が企画する研修に参加する 

 

６．行事 

＊新メンバー歓迎会 新成人を祝う会を実施 

＊一日外出（上半期と下半期の年２回予定）クラブ活動ほか、共同で検討、実施。 

   ＊地域行事への参加 

 

７．昼食 

＊ 弁当を提供 

＊ 昼食時、安全面に配慮が必要な利用者が多いことを鑑み、すべての利用者に安全・快適な食

事環境を提供するため、介助・支援体制は全体課題として取り組む。 

 

８． 災害訓練等 

以下の内容について実施する。 

＊ 消防避難訓練 (年２回) 

＊ 行方不明者捜索訓練 

＊ 救急救命訓練     

 

９．広報活動 

＊ 機関誌の発行 ひまわりニュース（月１回） 

＊ ホームページの活用（随時） 

 

10．懇談会等 

＊ 個別懇談会 年２回（１０月、３月）※初年度については５月頃実施。 

＊ 家族懇談会 年２回（グループ家族懇談会８月、センター家族懇談会３月） 
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第３乙訓ひまわり園（放課後等ディサービス事業）の施設概要 

１ 定  員   ８名 

２ 利用者数   ９名（新規利用予定 3名） 

（区分２） 

３ 従事者数   ３名 

         （センター長１名、児童発達支援管理責任者 １名、児童指導員 ２名 ） 

４ 資格保有者  ３名 

５ 利用延人数  ８００名（７４．１％） 

 

 [放課後等デイサービス]   

１. 重点課題 

① 利用者が安全かつ安心して利用できるよう、支援体制の構築、支援力の向上及び設備面の整 

備を進める。 

② 障がい児支援利用計画と個別支援計画を連動させ関係機関とも効果的に連携しながら、利用

者が基本的日常生活動作や知識技能を修得し社会生活に適応出来るための支援を行う。 

③ 地域やひととの繋がりを意識し豊かな活動の実践を行う。 

④ 人材の育成・確保（専門職）に努め、利用者ニーズに応える学習など支援プログラムにより支

援の幅を広げ、利用者増を図る。 

⑤ 本事業の魅力を広く伝えるため、ＳＮＳによる情報発信を行い、施設の認知度を高める。 

 

２. 事業活動 

①自立支援と日常生活の充実の為の活動 

  ＊遊び・運動を通して生活能力の向上や「やってみたい」という意欲の向上を目指す活動を行う。 

 ＊自然豊かな環境の中で季節感等の感性を培い集団の遊びの中で適応性が身につくような活動を

行う。 

②地域交流の機会の提供 

  ＊様々な社会資源を活用し体験する、ふれあう機会を提供することで活動の範囲を広げ社会参加

の機会を提供する。 

③健康支援 

  ＊活動室やグラウンドを使い基本的な運動機能・体力を養う。  

④関係機関の連携 

  ＊地域生活・自立生活支援が円滑に行われるよう地域行政・学校等・保護者・相談支援 事業所

との連携を図る。  

  

３．環境整備 

 ＊居室空間の整備  

  ＊敷地内庭での支援スペースの整備 

 ＊学習環境の整備とプログラムツールの購入  
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４．会議等 

  ＊センター長・主任会議 必要に応じて 

  ＊放課後デイ担当職員会議  

 ＊ケース会議 随時 

  

５．職員研修 

 以下の内容について、外部研修への参加、または内部学習会を実施する。 

 ＊サービス等支援計画、個別支援計画、ソーシャルワーク等に関する研修及び学習 

 ＊発達障がい系研修、自閉症スペクトラム支援員の資格取得支援 

＊強度行動障がい等に関する研修及び学習 

 ＊障害者虐待防止法、個人情報保護等に関する研修及び学習 

 ＊活動プログラムの研修及び学習 

 ＊ペアレントトレーニング等に関わる研修及び学習 

   先駆的な事業所の見学、その他研修企画委員会が行う研修に参加 

 

６. 行事 

 ＊季節行事(節分・ひな祭り・お花見・水遊び・ハロウィン・クリスマス・正月)など 

 ＊社会体験学習 

 

７．災害訓練等 

以下の内容について実施する。 

＊消防避難訓練 (年２回) 

＊行方不明者捜索訓練 

＊救急救命訓練   法人全体の研修に参加する。 

 

８．広報活動 

＊機関紙の発行 ひまわりニュース(月１回) 

＊ホームページの活用(随時) 

＊事業紹介用チラシ等 

＊業界ネットワークサイトへの登録 

 

９．懇談会等 

＊家族懇談会 年２回程度 必要に応じて 
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Ⅲ 地域生活支援センター拠点区分 事業計画 

 

短期入所事業所の施設概要 

１ 定  員   ５名 

２ 利用者数   ９９名（新規利用予定２名） 

（支援区分４ ７名、支援区分５ １７名、支援区分６ ４３名） 

３ 従事者数   ５名 （施設長 １名、支援員 ４名） 

４ 資格保有者  ４名 

５ 利用延人数  ２，１００名（７４．１％） 

 

1. 重点課題 

① 職員の採用を進め、安心、安全で対応力のある支援体制の構築と人材育成によるサービスの

質的向上 

② “その人らしい生活”の実現に向けた、サービス等利用計画と連動した個人支援計画書の作成

によるつながりのある支援の実施 

③ 地域のサポート力の向上に向けて、近隣地域との連携を進める。 

 

２．事業活動 

①短期入所事業所 

＊短期入所事業 

＊日中一時支援事業 

 ・内部研修の実施により、専門性を高める。 

 ・新規の利用者の受け入れを継続する。 

②サポートステーション 

＊居宅介護事業 

＊重度訪問介護 

＊行動援護 

＊移動支援 

＊生活サポート事業 

＊入院時コミュニケーション支援事業 

 ・医療的に配慮が必要な方の支援者を育成し、支援の充実を目指す。 

 ・行動援護従事者の育成を行い安定した支援体制を整える。 

 ・居宅介護（通院等介助）の受け入れを継続する。 

③ 地域生活支援センター事業 

＊入浴支援事業（向日市、長岡京市） 

 ・法人内の生活介護事業所と連携し支援体制安定化と介護技術の向上を行う。 

＊緊急一時保護事業（長岡京市） 

 ・緊急時の受け入れ体制を整える。 

＊私費サービス（入浴、タイム、宿泊等） 
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    ・市町福祉担当課や他の事業所との連携や相談支援事業などを通し、利用者の福祉ニーズを

把握する中で、福祉制度の隙間を埋めるサービス（地域資源の開発）について検討を行う。 

＊特定旅客運送事業・福祉有償運送事業 

 ・安全運転講習会等に参加し、安全な運行体制を確保する。 

＊地域交流会 

 ・年１回（２月予定）開催し、地域の皆様との交流を深めていく。 

 

３．環境整備 

＊地域生活支援センターの計画的な営繕と設備・備品等の更新 

 

４. 会議 

＊スタッフミーティング   月１回 

＊サポートステーション会議 月１回 

＊短期入所事業所会議    月１回 

   ＊ケース会議        随時 

 

５. 職員研修 

   ①資格取得 

＊強度行動障害者支援者養成研修（基礎・実践） ４名 

＊有償運送運転者講習会            １名 

②支援に関して 

＊医療的ケア研修                 

＊福祉職員キャリアパス対応生涯課程研修      

＊福祉サービス苦情解決相談研修会       １名 

＊虐待防止・権利擁護研修           １名 

   ＊アメニティーフォーラム           若干名 

   ＊法人内研修                 ４０時間/人（常勤・非常勤職員） 

   ＊感染症対策研修               年１回 

 

６. 災害訓練 

＊避難訓練                  年２回 

＊行方不明対応訓練              年１回 

＊救命救急研修                年１回 

 

７．広報活動 

＊ホームページの更新             適宜 

＊支援センターニュース            ３か月毎 
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Ⅳ グループホーム拠点区分 事業計画 

 

グループホームの概要 

 ジョイフル山ノ下 ジョイフル東ノ口 ジョイフル神足 

定  員 ５名 ５名 ４名 

利用者数 ５名 ５名 ４名 

従事者（常勤換算） ５．３人 ５．２人 ３．６人 

利用回数 １，６６８ １，１９３ ９６１ 

 

1. 重点課題 

① ジョイフル東ノ口の建物改修による定員の拡大と新たな短期入所事業所の整備 

② 職員の採用を進め、安心、安全で対応力のある支援体制の構築と専門的な人材育成による 

質の向上 

 

２．事業活動 

①ジョイフル山ノ下 

＊３６５日開所の継続 

＊重度化・高齢化に向けた支援体制の強化、訪問看護等との医療連携。 

   ②ジョイフル東ノ口 

   ＊利用者のニーズに合わせた開所調整。 

   ＊居室増設及び電気設備の更新などによる改修 

  ③ジョイフル神足 

   ＊介護福祉士等資格者を配置し、専門性の向上を目指す。 

   ＊開所日数 週５泊に増やす。 

   ※短期入所利用者 １２名まで契約を促進する。 

 

３．環境整備 

＊ジョイフル東ノ口 建物改修  

＊各ホーム 計画的な備品等の更新 

 

４. 会議 

＊スタッフミーティング     月１回 

＊各グループホームミーティング 月１回 

＊ケース会議          適宜 

 

５. 職員研修 

①資格取得 

＊強度行動障害者支援者養成研修（基礎・実践）   ４名 

②支援に関して 
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＊障がい・身体機能・疾病等についての基礎知識に係る研修 

＊福祉職員キャリアパス対応生涯課程研修 

＊グループホーム等研修会              ２名 

＊福祉サービス苦情解決相談研修会          １名 

＊虐待防止・権利擁護研修              １名 

＊法人内部研修         ４０時間/人（常勤・非常勤）対象 

 

６. 災害訓練 

＊避難訓練                     年２回 

＊行方不明対応訓練                 年１回 

＊救命救急訓練                   年１回 

 

７．広報活動  

＊ホームページの更新                随時 

＊各グループホームニュース発行           年２回 
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Ⅴ きりしま荘拠点区分 事業計画 

 

きりしま荘の施設概要 

１ 登録定員   ２９名（1 日通所定員１６名） 

２ 利用者数   ２２名（新規利用予定３名） 

３ 従事者数   ８名 

         （施設長 １名、小規模多機能型サービス等計画作成担当者 １名 

介護支援専門員 1 名 介護職員 ８名、看護師 １名、調理師 1 名） 

４ 資格保有者  ６名 

５ 利用延人数  ２，５００回／年（７０．０％） 

 

1. 重点課題 

①対象利用者の在宅生活の継続と自立支援を目指し地域と共に支えていく。 

② 地域社会との連携強化→地域から・地域へをテーマに中期的に取り組む。 

③ 認知症理解を深め根拠ある支援の実践に取組む。 

④ 介護度の重度化に伴う支援体制の強化 

⑤ 法人内連携を意識した動き(訪問看護ステーションや小規模多機能、障害者支援など) 

⑥地域包括ケアの推進に向けた早期支援体制の検討及びサテライト事業所の検討 

⑦法人・事業所理念の実現に向けた職員像の構築と人材育成 

 

2. 事業活動 

(居宅介護支援事業) 

① ケアプランを基に対象高齢者の自立支援を行う。 

② 認定調査員として対象高齢者の介護保険認定調査を行う。 

③ 介護認定審査会の審査員として地域の実情を把握する。 

 (小規模多機能型居宅介護事業) 

① 小規模多機能事業の「通い」「訪問」「泊まり」を通し利用者の自立支援と家族支援を行う。 

② 地域医療との連携及び訪問強化により在宅生活を支援する。 

③ 地域で認知症予防の活動拠点として更に展開を深める。 

 

3. 環境整備 

＊ウッドデッキの修繕 

＊地域住人の休憩スペースの設置 

＊通信環境の整備により記録業務の効率化を図る。 

 

4. 会議 

＊きりしま荘全体会議 月１回 ＊正職員会議 月２回 

＊サービス担当者会議 随時  

＊療養手帳会議 
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＊居宅介護支援事業所連絡会議  

＊小規模多機能連絡会 隔月  

＊運営推進会議 ２か月毎 

 

５．職員研修  

職員のキャリアアップと事業所間交流を目的に以下の内容の研修に参加、企画する。 

 (居宅介護支援)   

＊ケアマネスキルアップ研修・地域主催の研修・各種専門研修・人材育成研修 

(小規模多機能型居宅介護) 

＊認知症関連の研修 認知症実践者研修 認知症リーダー研修 関連研修 

＊医療重度化対応に向けた研修 ターミナル研修 地域密着型連絡会全国大会 

＊介護福祉士初任者研修  介護技術関連 コミュニケーション支援関連 

＊小規模多機能連絡会   合同研修会 (年１回) 

   

６. 行事等 

＊年間行事  敬老会 ピクニック クリスマス会 

＊個別行事  ちび夢企画 利用者の希望を基に企画(盆踊り・墓参り・パン焼き等)   

＊合同行事  秋季合同運動会 (小規模連絡会主催) 合同作品展示等 

 

７. 災害訓練等 

＊消防避難訓練 年２回 

＊救急救命訓練  

 

８. 広報活動 

＊立て看板の設置 

＊機関紙の発行 きりしま通信(４か月に一度) 

＊ホームページの活用 

＊事業所前掲示板の活用 

＊地域イベントへの合同展示会(小規模多機能事業所合同) 

 

９. サービスの質の確保 

＊運営推進会議の開催による意見聴取 (２か月毎) 

＊事業所評価 年 2回 事業所自己点検及び外部評価の受診 (年１回ずつ) 

＊職員体制の安定化 
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Ⅵ 訪問看護ステーション拠点区分 事業計画 

 

［訪問看護ステーション きりしま］ 

 １． 重点課題 

＊看護職員・登録看護師の充実を図る。 

＊利用者を確保し、事業の安定を図る。 

＊広報活動、地域活動を通して、認識度を高める。 

＊他職種と連携し、利用者さんの状態把握と異常の早期発見・対応に努める  

＊施設内外の研修や他職種との連携を図り 訪問看護の質の向上を図る。 

 

２．年間事業  

＊地域医療機関、介護施設、障がい者事業所など関連事業所への定期的な訪問  

＊介護支援事業所、指定相談事業所との連携を強化  

＊ステーション事業情報の発信（ホームページ、チラシなど） 

＊訪問看護の実践と記録の充実（システム利用の拡充） 

     訪問看護用備品を計画的に充実・記録、請求管理システムの拡充  

＊研修 外部研修への参加  

（訪問看護協議会および学会 訪問看護関連研修・講演会等への参加及び 

医療的ケア関連研修内部研修への参加） 

＊ケースカンファレスの開催（毎月１回）  

＊小規模多機能事業、生活介護事業との連携（関係者会議の開催、出席）  

＊帳票整理、請求業務の効率化の検討  

 

３．日常業務  

＊訪問看護の実践、  

訪問看護実施記録、月毎訪問看護計画立案と評価・報告書作成  

＊医療機関との連携 訪問看護指示書依頼  

＊実施事例請求システムへの入力  

     各保険協会への請求書作成、提出   

     利用料請求書、領収書作成（利用者）  

＊関係者への連絡、訪問、相談など日々の連携業務  

＊訪問看護ステーションの営業  

＊関連機関からの相談への対応  

＊業務手順マニュアルの作成、検討、整理  

＊備品管理、事務所管理  

＊訪問看護配置、看護師の業務管理   

 

４．環境整備 

   ＊備品・必要物品購入 
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５．会議等 

  ＊カンファレスの開催 

    月１回 スタッフカンファレンス ／ ケースカンファレンス 

      （随時、スタッフ意見交換・ケース検討会議） 

 

６．職員研修 

  ＊訪問看護協議会および学会、訪問看護関連研修・講演会等への参加 

   ＊看護協会及び関係団体などの研修・講演会への参加 

   ＊医療的ケア安全委員会への参加 

 

７．災害訓練 

   ＊全体訓練に参加・協力 

 

８．広報活動 

   ＊ ステーション事業情報の発信（ホームページ、チラシなど） 

   ＊ひまわりニュース及びひまわり通信で情報発信 

   ＊訪問看護ステーションきりしまのリーフレット活用 

 

９．懇談会等 

   ＊小規模多機能事業、生活介護事業との連携（関係者会議の開催、出席） 

   ＊関係各位及び関係諸団体と随時開催 


